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［資料］  
終戦前滞日ドイツ人の体験  
「終戦前滞日ドイツ人メモワール聞取り調査」－  
荒 井   訓  
1．標記調査について  
日本人とドイツ人の文化交流の歴史は，長崎のオランダ商館でドイツ人が働  
いていた17世紀まで遡る。1690年に来日したケンペル（EngelbertKampfer，1641－  
1716）が『日本誌』（GeschichteundBeschreibungvonJapan．1777－79：1727年に英訳本が  
先に出版された）において日本の社会，風俗，政治，経済，宗教，歴史から動植  
物に至るまで観察記述し，1823年に来日したシーボルト（PhilippFranzBarthasar  
vonsiebold，1796－1866）が大著『日本』（Nippon，1832－52）などにより多岐にわたる日  
本事情を書き残しているのは周知のとおりである。1861年にはプロイセン・ド  
イツとの間で日普修好通商条約が結ばれ，使節団が来日してこれに随行した学  
者や画家などが当時の日本の様子を記録している。   
明治に入ると，多くのドイツ人が御雇外国人として招かれ，科学，医学，地  
理学，歴史学，哲学などさまざまな分野で教師としての役割を果たした。明治  
14年（18飢）の政変のあと，渡欧した伊藤博文らの主張によりプロイセン・ドイ  
ツ塑の国家が日本の模範とされるところとなり，政治のみならず，さまざまの  
分野において日独の関係は緊密の度を深めていく。遼東半島をめぐる1896年の  
三国干渉や，この頃ヨーロッパで起こった「黄禍論」のために両国の関係は冷  
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却化し，第1次大戦では戦争相手臥こなるが，戦後の英米主導のベルサイユ体  
制下で日本とドイツは再び接近していった。   
日本とドイツが右のような特別な関係を有していたために，両国が再び関係  
を深めた1920年代から第2次大戦期を日本で送ったドイツ人は少なくない。日  
独関係の政治や外交にかかわる表舞台の歴史については多くの研究がなされて  
きたが，その発展によって有形無形の影響を受けた人々の記録はほとんど残さ  
れていない。この人々は現在すでに70歳をはるかに超える高齢者であり，彼ら  
の体験は今記録しておかなければ永久に失われてしまうことになる。   
標記調査は，「時代の証人」である彼らの記憶を採録し，この微妙な時期の日  
独交流，とりわけ日独文化交流の一側面を記録することが重要であるという認  
識に発している。   
調査は1994年春，ケルン日本文化会館（国際交流基金）のプロジェクトとして，  
上田浩二教授（筑波大学），フランツイスカ・エームケ教授（ケルン大学），ベー  
ター・パンツア一教授（ボン大学）と荒井（当時，ケルン日本文化会館）により計  
画され，ケルン大学日本学科の学生たちの協力を得て1994年から1996年にかけ  
て実施された。   
ここで「終戦前」というのは，1920年代末から日独防共協定が締結された36  
年頃までの「日独文化交流の制度化の時期」，1930年代後半から第2次大戦開  
戦までの「日独の蜜月時代」さらに「第2次大戦期」と大まかに3区分できる  
時期を指している。調査は，この意味での「終戦前」を日本で送ったドイツ人  
を対象とし，彼らが生活を通して見たそれぞれの時期の実態調査を目的とした。  
第2次大戦期，ドイツ人は同盟国人であり，日本との伝統的な関係からしても  
西洋で唯一の友人あったために戦争中も日本で自由に行動できた唯一の外国人  
であったとされる。とりわけこの観点において，歴史的に見ても特殊な状況に  
あった彼らの現実を明らかにしている調査結果は貴重な資料となるはずである。  
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調査対象者はドイツ各地の独日協会や在日ドイツ大使館などを通じて「発見」  
された。20数名がリストアップされ，調査方法としては，調査に協力する意思  
のある方々のところへ出かけて，自由に体験を語ってもらい，それをテープに  
採録するという方法を取った。質問表を作成してのインタビューも考えられた  
が，数件のパイロット調査の結果，むしろ自由に体験を語ってもらうことでか  
えって豊富な情報が得られるだろうと判断されたためである。   
テープに採録されたインタビューは，本人の承諾を得た上で話の一部を削除  
して，エームケ教授を中心にテクスト化された。公刊を拒否された数名の話を  
除き，21件のインタビューをまとめたものが現在ドイツにおいて出版準備中で  
あるが，この種の資料は両国語で残すことが重要であり，その一部を日本語に  
して本誌に載せることとしたい。インタビューのなかに登場する人や会社名な  
どの固有名詞等で調べのつかないものが多々あり，また，語り手の記憶の誤り  
があることも十分に考えられる。したがって，こういうかたちで発表すること  
には，目を通された方々からそれらの点についてご教示いただき，資料として  
の精度を高めたいという意図もある。今号には男女二人の学者のインタビュー  
を選んだ。  
2．ディートリヒ・ゼッケル博士の体験  
Dr．Phil．DietrichSeckel：1910年9月6日生れ。1937年から1939年3月  
まで広島の高等学校において，1939年3月から1947年3月まで浦和の高  
等学校および東京帝国大学ならびに外務省においてドイツ語・ドイツ文  
化担当講師。この間，東アジア美術を研究。1947年春，本国送還。その  
後1960年代に数回にわたり，東アジア美術史の研究のため数ヶ月ずづ日  
本滞在。1948年，ハイデルベルク大学で東アジア美術史の教授資格取得。  
1948年から1965年までハイデルベルク大学講師。1965年から1976年まで  
ハイデルベルク大学教授。ハイデルベルク科学アカデミー会員。  
私が日本へ行ったのは，まったくの偶然からでした。私が1936年にちょうど  
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ドイツ学と美術史の博士号を取得しようとしていたときに，私の指導教授が，  
広島の高等学校にドイツ語教師として行く気があるか，と私に聞いてきました。  
この地名を当時はもちろん誰も知りませんでした。それがどこにあるのか，ま  
ず地図帳を調べなければなりませんでした。私はナチス・ドイツから離れたい  
と思っていましたから日本に行くことにしました。日本の文部省の派遣でした。  
私は船でマルセイユから1等に乗って神戸に行きました。5週間の旅でした。  
もうひとつの選択肢はシベリアを横断する3週間の鉄道の旅でしたが，これを  
選んでいればかなり退屈しただろうと思います。   
到着すると日本人の同僚たちに非常に暖かく迎えられました。広島は30万人  
あるいはそれ以上の人口をかかえる大都市でしたが，東京や大阪や京都に比べ  
れば田舎でした。しかし，日本人としか付き合えないというのはかえって好都  
合でした。広島には，ほかに外国人は数人しかいませんでした。二人のイエズ  
ス会の神父とアメリカ人の宣教師が数人いましたが，いずれも私を改宗させよ  
うとはしませんでした。そのほか，私が働くことになった高等学校に感じの良  
いアメリカ人の同僚が一人いました。彼らはみんな親切で，そのおかげで私は  
スムーズに土地に慣れることができました。というのも，私は日本について  
まったく知りませんでしたし，それ以前は日本に興味もなかったからです。   
私の高等学校には，ドイツ語・ドイツ文学専門の同僚が3人いて，そのうち  
二人は素晴らしく良くでき，ドイツに一度も行ったことがないのにパーフェク  
トにドイツ語を話しました。彼らとは文法や文体やその他の問題について詳し  
い議論ができました。   
この高等学校は独特のタイプの学校で，ドイツのギムナジウムの上級生と大  
学の第1セメスターの学生を合わせたような学校でした。つまり，学問的な基  
礎教育を与えるところでした。この学校は，ドリル形式の多い中学校と，大学  
やその後の職業生活との中間期にある青年たちに，一種の自由地域を与えると  
いう意味でも特殊でした。彼らはここで存分に暴れまわりましたが，節度を越  
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えることはありませんでした。彼らは，破れたズボンをはき，長髪で歩き回る  
ことを許されていました。いささか荒っぼい感じの学生がいましたが，彼は  
はっきりとマルクス主義者であると表明し，医学を学ぶためにロシアに行きた  
いと言っていました。そんなことも許容されました。   
同僚には，学問上の教師だけではなく，一種の準軍事的な教育をするために  
配属されていた軍の将校が数人いました。ヒッピーのような若者たちは軍事教  
練を受け，射撃を学ばなければなりませんでした。私たちの考えからすれば，  
いささか逆説的でした。   
時がたつにつれ，学生たちは自分の考えを率直に言わなくなりました。私が  
日本にいた1936年から1947年という時期は，最初の数年は非常にリベラルでし  
た。その後，軍と秘密警察（特高＝特別高等警察）が支配力を強め，国粋主義がま  
すます強くなり，排外主義と思想統制へと発展していきました。そして，すべ  
ての男性が頭を丸坊主に刈り込まなければならないということにまでなりまし  
た。大学人らしい長髪をしていた人々が突然剃りあげた頭で現れました。   
ありがたいことに，ほかの外国人教師たちと同様，私は学校でドイツ語文法  
を教える必要はなく（やろうと思っても，私たちにそれはできなかったでしょ  
う），ドイツ語の実践的応用を教えていました。もっとも，そのため私たちは  
いささか流れに逆らっていました。というのは，本当は学生たちに大学入学試  
験のための準備をさせなければならなかったからです。入学試験では，難しい  
テクストについての幅広い知識とそれらのテクストの日本語への翻訳が要求さ  
れたのです。それを目指して彼らは訓練されました。それは「鍛えられる」と  
言えるようなものでした。学生たちは，何のために会話を勉強しなければなら  
ないのか理解していませんでした。いつかはドイツに行くという可能性が彼ら  
にはありそうに思えなかったからです。   
しかし他方，彼らは反抗もしませんでしたし，それどころか私を家に訪ねて  
来たりしました。私たちは畳に腰をおろしてお茶を飲みました。晩には学生た  
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ちは居酒屋に行き，そこで彼らは打ち解けて，私が同席しているときでも，日  
本人の教師たちの悪口を言い始めました。   
広島には日独協会がありました。会長は退役将軍で，副会長が私でした。こ  
の肩書きが，私を見る日本人の目に対して大きな信望を与えてくれました。あ  
る旅でホテルにいた私は，警察官から失礼な態度で，私が誰であるか質問され  
ました。同行していた学生が通訳をしてくれ，私は高等学校と士官学校の教師  
であると言いました。しかし，私が日独協会の副会長であると学生が言ったと  
きにはじめて，その警察官は非常に礼儀正しくなったのです。   
私の日本語の知識はお粗末なものでした。私は日本に行ったとき，一言も話  
せませんでしたし，文字もひとつも読めませんでした。しかし，いつも誰かが  
助けてくれたので，それは深刻な問題ではありませんでした。私はよく，自分  
は日本語を習得したのではなく，それに慣れ・馴染んだのだと言います。とく  
に東京と浦和にいた時期にそうでした。そこで私は学問的な仕事を始めたので，  
当然学問的文献に取り組まなければならなくなったのです。私はすでに広島で，  
日本文化 とくに美緬に興味をもち始めていました。ただ，広島では多くは望  
めませんでした。美術館も私の研究に適した図書館もなく，専門家もいません  
でした。そのため東京へ行くチャンスが得られるまで待たなくてはなりません  
でした。現在東京大学と呼ばれている帝国大学へ移るチャンスが訪れ，そこで  
私は文学に関する授業ができる教職を得ました。しかし，週4時間の授業だけ  
でしたので，これでは生活ができず，東京近郊の埼玉県の浦和で別の高等学校  
の教師になり，住居もこの町に構えました。これが幸いして，のちに私は空襲  
で焼け出されずにすみました。   
東京時代に私は外務省でも授業をしていました。日本には外交官の学枚があ  
り，そこでは当然語学の授業が行なわれていて，ドイツ語の授業を引き受けて  
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くれないかと頼まれたのです。  
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東京では，好きな専門，美術史に飛び込みました。私は東アジア美術につい  
ては少しも知りませんでしたが，美術史の方法はすでに学んでいましたから，  
これを私の知らない美術に応用することができました。私はあらゆる機会を捉  
えて，美術館や個人コレクションにある作品を見て回りました。それには，矢  
代幸雄（1890－1975）という美術研究所（現，東京国立文化財研究所）の所長が私を大  
いに助けてくれました。彼はすでに早くからポッティチェリに関する仕事をし  
ていて，東アジア美術にも西洋美術にも通じている数少ない日本の美術史家の  
一人でした。私がいつも携えていった彼の推薦状は，美術館や寺のすべての扉  
を開けてくれました。あるとき，私は京都の大徳寺近くの小さな寺で，有名な  
中国の絵を見たいと思いました。行ってみると，私が訪ねることはすでに伝え  
られていました。そこのお坊さんはとても親切で，お茶をいただき，宗代  
（960－1279）の中国の水墨画を一枚見せてもらいました。そのあとで彼は「本当  
に残念なのですが，今日は雨が降っているので2枚日の絵はお見せできませ  
ん」と言いました。つまり，それは彩色画であり，絵の具は湿気を吸ってしま  
うからです。絵が傷むことは当然許されませんでした。   
私は京都に，平田精耕という良い友達をもっていました。彼は禅師で，今は  
京都の天竜寺の管長になっています。彼は以前にハイデルベルク大学で神学の  
客員講師だったことがありました。私は京都に人脈をもっていた彼に，京都で  
室町時代から収集されている重要な中国の絵を見ることができるよう力を貸し  
てほしいと頼んだことがありました。重要なのは人間関係なのです。  
私の時代には国立の高等学校が6枚1と多くの私立校がありました。そのほ  
ユこの時代には，ユ894年発足当初の旧制高等学校，第1（東京），第2（仙台），第3（京   
都），第4（金沢），第5（熊本）に加え，1900年創立の第6（岡山），1901年創立の第7  
（鹿児島），1908年創立の第8（名古屋）と8枚のナンバースクールがあったはずである。  
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か，語学学校や商業学校，そしてもちろん教員養成学校などもありました。そ  
れらの学校ではどこでもドイツ人数師やほかの外国人教師が働いていました。  
のちに教授になったドイツ人のなかには，たとえば，名古屋で教えていたホル  
スト・ハミッチエがいました。ハミッチエはヒトラーの甥でした。しかし，彼  
の名誉回復のために言っておかなければならないのは，彼がそのことを決して  
利用しなかったということです。ヘルベルト・ツアツヘルトは松本で教師をし  
ていました。それから，彼は東京の文化会館の館長になり，のちにボン大学の  
教授になりました。京都には，ベルリンに行ったハンス・エツカルトがいまし  
た。彼の専門は音楽史でした。四国の高松には，さまざまなアジアの言語を研  
究していた博学のオットー・カローがいました。それに，日本学者としてでは  
なく，哲学者，ドイツ語・ドイツ文学者として働いていたローベルト・シン  
ツインガーがいました。彼は，当時日本に住んでいたドイツ人のなかで最も著  
名な人物でした。かなり遠く，東北の仙台にはカール・レーヴイツトがいまし  
たが，彼は外国人教師としてではなく，哲学の教授として働いていました。の  
ちに彼はハイデルベルク大学で私たちの同僚になりました。しかし，私は日本  
で彼に会ったことはありません。レーヴイツトはユダヤ人だったので仙台でか  
なり孤立していました。そして，その後アメリカヘ行きました。さらに，変わ  
り者の，狂った教師だったヘルマン・ボーナーの名をあげなければなりません。  
彼は大阪の外国語学校のドイツ語教師でした。また一方で，彼は古代の日本に  
ついての優秀な研究者でもありました。しかし，彼の言葉には用心しなければ  
なりません。彼は日本的なものをすべて神秘化する傾向があったからです。   
ほかには商社員たちもいました。彼らの多くは文化に関心をもっていて，優  
れた知日家であり，日本語もパーフェクトでした。たとえば，ヨハネス・バル  
トはごく普通の商社員でした。彼は鎌倉に住み，ほかの多くのドイツ人と同様，  
日本人の奥さんをもっていました。バルトは演劇史について該博な知識をもっ   
104   
終戦前滞日ドイツ人の体験  105  
ていました。あるいはまた，長くOAG（ドイツ東洋文化研究協会）の会長を務め  
たクルト・マイスナーもいました。OAGは，日本学に関心があり，この分野  
で働きたいと思っていたすべてのドイツ人にとって優れた学術センターでした。  
ここには非常に良い図書室がありましたが，その後戦争中に残念ながら焼失し  
てしまいました。私は当初からOAGに深く関わり，運営にも協力しました。  
マイスナー氏は黙って，必要なものに資金を提供していました。ハンブルク大  
学が最終的に彼に名誉博士号を授与したのは当然です。このようなかたちで趣  
味をもったひとが少なくなく，彼らは興味を抱いた何らかのものに取り組んだ  
のです。彼らの知識の多くが，彼らが何も書かなかったために，もはや役立て  
られないのは残念です。   
東京には大使館があり，大阪・神戸には総領事館があって，外交官も多くい  
ました。オイゲン・オットが大使でした。彼はまず武官として大使館に来て，  
のちに大便に昇進しました。本質的に彼はシュワーベン出身の実直な将校でし  
たが，ひとを見る目をもっていませんでした。そして，残念ながらリヒヤル  
ト・ゾルゲに引っかかることにもなってしまったのです。日本のこの時代につ  
いてはゾルゲ氏ぬきには語れません。私はこの男には一度だけ大使館の受付で  
会ったことがあります。私は個人的に彼にとても嫌な感じを受けました。オッ  
トの後任にはシュターマー氏がなりました。もともと彼は商社員で，党の関係  
をとおして外交職に滑り込んだのです。彼は，東京の大使館が焼けたとき，ヒ  
トラーの胸像を救い出した，と話していました。しかし，ロの悪い連中は，胸  
像のなかに彼は金の装飾品を隠していたのだ，と言っていました。でも私はこ  
の話が本当だとは思えません。このように日本には多数のドイツ人が住んでい  
て，家族を含めると数千人がいました。  
イエズス会の神父たちは家族をもっていませんでした。イエズス会は東京で  
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上智大学という有名な大学を運営していました。この大学は1913年にドイツの  
イエズス会によって設立され，私が日本にいた時期もドイツ人の手のなかにあ  
りました。上智大学で1938年に今もなお重要な雑誌『モヌメンタ・ニッポニ  
カ』が創刊されました。イエズス会士のなかには，たとえば，有名な禅研究者  
のハインリヒ・デュムーランがいました。彼らのところでは政治的にも率直に  
意見を言うことができました。   
日本人は大学にも高等学校にも高度に発達したドイツ語・ドイツ文学研究を  
もっていました。多くの高等学校の教授たちも学問的な仕事をしており，論文  
を発表していました。東京大学には大辞典を作った木村謹治がいました。しか  
し，もちろんこの辞典は，彼ではなく，彼の助手たち，つまり彼の「下僕」た  
ちよって仕上げられたものです。当時は実際そうだったのです。ドイツの大学  
のシステムとはかなり違っていました。また一方，木村氏が彼の学生の誰かを  
助手にするとき，その学生がいつか彼の後継者になるだろうということがすで  
に明らかでした。   
京都には2番目に重要なドイツ語・ドイツ文学者，成瀬清がいました。両者  
は互いに嫌っていました。成瀬氏は，ゲーテ年鑑を出していた「ゲーテ協会」  
の会長であり，木村氏は「独逸文学会」の会長でした。この学会は，最新の情  
報がいつもすぐに読めるドイツ文学研究のための専門誌を出していました。ド  
イツで何か重要なものが出版されると，直ちに日本のドイツ語・ドイツ文学者  
たちに反響が見られました。   
学生たちのなかには，また教授たちのなかにも，西洋音楽の愛好家がたくさ  
んいました。それは当時とても重要なテーマでした。音楽は，日本人がもっと  
も早く，外国語をマスターしていなくても，西洋文化の核心に触れた分野でし  
た。西洋音楽に日本人は深く感動していました。どうして日本人は，このまっ  
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たく種類の異なる音楽を高く評価し，愛しているとさえ言えるようになったの  
か，とよく質問されます。私はいつも，日本の音楽は西洋音楽とは違って，生  
きて体験することや生き抜くことの心理学的可能性を提供しないのだ，と説明  
します。西洋音楽は，いわば，日本人が彼ら自身の音楽ではその可能性を開く  
ことができないような感情の流れを受け入れたり返したりする水門を開いたの  
です。   
広島の高等学校の教授のうち数人は，何百枚ものレコードを所有していて，  
クラシック音楽全般について該博な知識をもっていました。レコードは当時日  
本ではべらぼうに安い値段で売られていました。アメリカやドイツなどのライ  
センスを取って，安い労働力と安い原料を使って大量に作られていました。そ  
のおかげでレコードは買い易かったため，いくらか稼ぎがあれば誰でもコレク  
ションすることができました。円が当時は非常に価値があったことを忘れては  
いけません。私が得ていた300円の給料で良い暮しができました。それはトッ  
プクラスの給料でした。学校の校長だけが私と同じだけもらっていました。   
日本人の音楽の知識は，当時はほとんどレコードに基づいていました。彼ら  
はあらゆる機会をとらえて音楽に習熟しようとしていました。とりわけ，ドイ  
ツ語の授業がそうでした。ドイツ語のリートのテクストを読んだり，これらの  
リートを歌ったりして勉強していました。休暇中に，ときどき山のなかで，  
『野バラ』を歌いながら山道を歩いて来る学生に会ったりしました。ヨーロッパ  
のクラシック音楽に関する日本人の知識は時には驚くほどのものがありました。  
午後になると学生たちは「ティー・ルーム」（それらは小さなカフェで，私た  
ちがドイツでカフェと呼んでいるものは，日本では女性がサービスをする酒場  
を意味していました）に行き，そこで，換算すれば10ペニヒだった1杯のコー  
ヒーを注文して何時間も座ってクラシック音楽を聴いていました。私は，学生  
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たちが店の主人にべートーベンの交響曲のどれかの第2楽章を頼んで「でも，  
ブルーノ・ヴアルクーではなくフルトヴュングラーのをお願いします」などと  
言うのを聞いたことがあります。それほど彼らの要求水準は高かったのです。  
私が個人的にもたいへん親しくしていた生徒の一人が，「バッハの音楽は僕の  
魂の楽園です」という古典的なことばを発したことがありました。彼は本気で  
そう思っていたのです。   
ちなみに，ドイツの学問は，少なくとも私が日本にいた頃は，大きな意味を  
もっていました。とりわけ医学がそうでした。医者たちはほとんどみんなドイ  
ツ語を少し話しました。とくに病院のベットの脇でドイツ語を使いました。哲  
学や音楽では日本人はドイツの方を向いていました。造形芸術の分野ではそれ  
ほどではなく，印象主義の影響を受け，すっかりフランスの方を向いていまし  
た。明治時代には日本は全世界の「献立表」のなかから一番美味いものをつま  
むチャンスをもっていました。そ・して，個々の文化領域のなかでもさらに類別  
していました。たとえば，音楽では，オーケストラとリートはドイツ，アリア  
とオペラはイタリア，というふうに。絵画ではフランスが主要で，ドイツの美  
術についてはあまり知られていませんでした。そこで私は，この点に関して何  
かをしようと努力しました。たとえば，東アジアの自然観に比較的近いカス  
バー・ダーヴイド・フリードリヒ（1774－1840）のような画家を日本人はまったく  
知りませんでした。彼の絵を紹介すると，日本人は彼の画に深い感銘を受けま  
した。そもそも当時の日本人は，と言っても，西洋文化にらいて知識があり，  
またそれについて考えをめぐらす教養ある人々や学者たちのことですが，彼ら  
は依然として伝統的な見解をもっていました。つまり，西洋人は唯物論者であ  
り，自然を支配しようと′している，と。西洋にはまったく別の思潮もあるとい  
うこと，つまり，ロマン主義や神秘主義のような強く精神化された自然観もあ  
る，ということは忘れられていました。異議を唱えるつもりで，私はあるとき  
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ゲーテ協会で「ドイツ的自然感情」と題した講演をし，そのなかで，私たちが  
実用主義的な自然観ばかりではなく日本人の自然観に似たものももっているこ  
とを説明しました。しかし，それに加えて，いわば流れに逆らって，ドイツ  
語・ドイツ文学者たちのところでそのような講演をすることが必要でした。   
音楽についての驚くほどの受容的な知識に比べて創造的な知識の方はそれほ  
どでもありませんでした。確かに，ピアノやバイオリンや声楽を学べる音楽大  
学はありましたし，オーケストラもありました。しかし，力量は優れていませ  
んでした。世界中のオーケストラでコンサートマスターが日本人であったり，  
日本女性のオペラ歌手たちがあらゆる役を歌っているというような，今日私た  
ちが出会う事実は当時はありませんでした。声楽家たちについて言うと，それ  
は身体的な理由から不可能だったのです。彼らの肺が当時はまだ十分に発達し  
ていなかったからです。彼らの身体的機能はいずれも，戦後になってようやく  
発達するようになりました。   
私は1938年に広島で初めての伝統的なドイツ・リートの夕べを開きました。  
東京の音楽大学にドイツ人の声楽家とピアノのドイツ人教授がいて，彼らを私  
が招いたからです。彼らはシューベルトとシューマンを演奏しました。それは  
広島の市民たちにとってワクワクするような文化的体験でした。   
あるとき，ドイツの有名なチェンバロ奏者の一人，ユタ・ハリヒ＝シュナイ  
ダーがドイツからやって来ました。彼女は東京の音楽大学で教えるために招碑  
されたのです。彼女はチェンバロを初めて日本にもたらしました。そして，ピ  
アノ調律師協会からこの楽器を見ようと彼女のところへ大勢やって来ました。  
ハリヒ＝シ ュナイダーさんは，滞日中にロシアで戦争が勃発したために日本を  
離れることができなくなりました。そのため彼女は日本に残って授業をし，日  
本の音楽の研究を深めました。彼女は楽器にも取り組み，また修道院の歌を研  
究するために修道院に入りました。ほかにもう一人の音楽家に触れておかなけ  
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ればなりません。トーマス・マンの義弟のクラウス・プリングスハイムです。  
ユダヤ人だった彼は日本に亡命し，ここで非常に声望の高い指揮者・作曲の教  
師としての地位を得ました。   
日本人は，彼らが受け入れたユダヤ系ドイツ人を，まず第一にドイツ人とみ  
なしました。カール・レーヴイツトがこんな話をしてくれたことがありました。  
仙台の彼の大学の学長が，用事があって東京の本省へ行って帰ってきたときに  
「レーヴイツト先生，連中はまた，あなたを解雇しろと言ってきました。でも，  
そんなことは私はしませんから」と言ったそうです。   
ナチスの影響は日本でも強く感じられました。NSDAP（ナチ党＝国家社会主義  
労働者党）の日本支部があり，ヒトラー・ユーゲントに対応する組織もありまし  
た。それにNSLBもありました。それは国家社会主義教師連盟のことで，私  
たちはそれに所属しなければなりませんでした。確かに，その集まりでは政治  
的な演説がぶたれることもありましたが，それは何よりも，日本で働くすべて  
の教師たちに専門的な会合の機会を提供するもののでした。いつも夏に軽井沢  
に集まりました。   
ドイツと日本の政府の協力関係は，協定が結ばれていたし，イデオロギーも  
合っていたため，全般的には非常に密でした。そこで役割を果たしていた人物  
たちのなかには，当然わが国の外交官たちが含まれます。おまけにある日，  
ヨーゼフ・マイジンガーが大使館にやって来ました。彼はゲシュタポ（秘密国家  
警察）の大佐で，日本の秘密警察（特高）と協力してドイツ同胞を監視するという  
任務を帯びていました。密告が当時は広まっていました。この男には用心しな  
ければなりませんでした。戦後，マイジンガーはワルシャワ・ゲットーに関し  
て彼が果たした役割のために，アメリカによりポーランドに引き渡され，そこ  
で絞首刑に処されました。   
さらに，非常に有能な日本学着であり，広島での私の前任者だったヴァル  
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ター・ ドナートについても触れておかなければなりません。彼はナチズムに心  
酔して転向し，1936年には東京の独日文化会館の館長になりました。このポス  
トには以前はヴイルヘルム・グンデルトが就いていました。ドナートは腕まく  
りしてナチズムの文化政策を進めました。彼は，東京のあちこちの書店に行っ  
て，ユダヤ人作家やトーマス・マンの翻訳を置いているかどうか見まわし，そ  
この店主に「私たちは独日間の文化協定を結んでいますから，これらの本が直  
ちにお宅の店から消えること期待します」などと言ったのです。   
しかし，たとえば授業で使用するための本は一冊もありませんでした。新聞，  
雑誌，パンフレット，写真などのプロパガンダ資料には文字どおり浸されてい  
たのですが…。私はそういうものは，それがまともに思われる場合にだけ使い  
ました。   
カールフリート・グラーフ・デュルクハイムもこの文脈において落とすわけ  
にはいきません。彼はもともと心理学の教授でした。ナチズムの理論家，アル  
フレート・ローゼンベルクがデュルタハイムを日本に送ったのです。デュルク  
ハイム自身は私たちにいつも「私の祖母はユダヤ人でしたから，口ーゼンベル  
クは私の活動を停止させようとしたのです」と語っていました。彼の話はかな  
り不透明でした。デュルクハイムは禅寺にも行き，そこで瞑想をしていました。  
しかし，この禅仏教への彼の沈潜は非常に誇張されたところがありました。と  
りわけ，彼が同時にナチのプロパガンダもしていたのを見てそう感じられまし  
た。どこか調和していませんでした。私は，ドイツ大使館のあるレセプション  
で彼を見かけました。そのとき彼は，茶色の絹の着物を着た気品のある老紳士  
で，もっとも有名な日本の経済学教授の一人に，人差し指をそのひとの胸に当  
てて，ドイツ帝国の理念を説明していました。かわいそうなこの教授はだんだ  
ん後ずさりして，ついには壁のところまで行き，それ以上進めなくなってしま  
いました。デュルクハイムが彼を教化しようとしてる様子は，同情をひくもの  
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でした。   
グラーフ・デュルクハイムは自分をドイツ人教師たちの援助者・友人と感じ  
ていました。彼は私たちに提供できるものをすべてを注ぎました。彼は至ると  
ころで間断なく講演をしました。それは日本語にも翻訳されました。ドイツ語  
のテクストはその後，滞日ドイツ人全員に配布されました。毎日のように，グ  
ラーフ・デュルタハイムの講演が郵便で送られてきました。非常に不快でした。  
彼は言わば高度な知的水準をもった優秀な宣伝家であり，日本中，ナチズムと  
帝国理念を説いて回ったのです。   
戦争は私たちの日常生活にも影響を及ぼしました。広島の近くには最も重要  
なふたつの軍港のうちのひとつ，呉がありました。そのため広島の全地域と瀬  
戸内海は軍の立入禁止区域になっていました。そのため，たとえば広島の高等  
学校の教師たちがボートである島へ行楽に行ったときに，私は同行を許されま  
せんでした。私は一緒にボートに乗っていくことは許されたのですが，ボート  
から島に降りることは許されなかったのです。この島が軍事上重要だったため，  
外国人はその島を見る権利をもっていなかったからです。日本政府に雇われて  
いた外国人もそうでした。この矛盾は問題になりませんでした。一一方は軍の  
レールであり，もう一方は文民のレールであって，両者は互いにまったく関係  
なかったというわけです。それに，日本人は，郵便葉書に印刷された宮島神社  
（厳島神社）の写真を修正して，この辺りを正確に偵察するチャンスをスパイに  
与えないように，神社の背後にある山や森の景色を消し去ってしまうほどスパ  
イ行為を怖れていました。グロテスクで，実に子どもっぼい行為でした。   
呉港はどうだったかと言えば，広島から鉄道で行くと，呉の湾が見えてきて，  
列車は少し上ってトンネルを後にして，それから徐々に下って呉駅に着きまし  
た。数百メートルのこの区間にはトタンの波板で壁が作られていて，乗客は何  
も見ることができませんでした。列車の乗務員は，海軍の様子が誰にも見られ  
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ないように，窓のブラインドを下ろすよう命じられていました。口の悪い連中  
は，その後しばらくして，軍艦はすでにほとんど沈められてしまっていたから  
一隻も船がなかったのを誰にも見せないようにしていたんだ，と言っていまし  
た。日本の艦隊は比較的早く粉砕されてしまっていました。しかし，立入禁止  
区域と警戒措置はすでに戦前から実施されていました。   
食料やほかの物資が乏しくなった戦争後期に，闇取引が非常に盛んになりま  
した。グロテスクなことも起きました。グロテスクではありませんが，言うに  
催する話としてこんなことがありました。私のところにいた年配の賄い婦は教  
育を受けた女性ではありませんでしたが，人間的な心の持ち主で，彼女は埼玉  
県の農家に行って自分の着物と引き換えに，私たちのために米やほかの食料を  
手に入れてくれたのです。彼女は涙ぐましいほど献身的でした。   
当時私たち外国人の間でよく知られた話がありました。ある晩，汽車が地方  
から東京に向かって走っていました。ある駅で一人の若い妊婦の具合が悪くな  
り，気を失ってしまいました。彼女を汽車から下ろして介抱すると，腹の子ど  
もは米袋だったことが分かったのです。米は周知のようにたいへん重く，彼女  
には少しばかり多すぎたのです。   
食料調達は戦争末期の数ヶ月はたいへん困難でした。どの家も5軒ずつから  
なるグループ（隣組）に属さなくてはならないというような大々的な統制がしか  
れました。それはもともと5人組という古い日本の制度です。このグループは，  
自分の家と前後左右の家からなるものでした。空襲や火事のときにはお互いに  
助け合ったので，それは非常に有効でした。しかし，当然おかしなことも少な  
くありませんでした。私たち外国人，とくに私たちドイツ人は（日本と友好関  
係にあることになっていたので）特別配給を受けました。その一部は，日本の  
食品会社がドイツへの輸出用に製造していた品物でした。たとえば，マグロの  
缶詰がそうで，私たちは欲しいだけもらえました。これらのものは，それを正  
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式に受け取っていたドイツ大使館を通じて配給されました。マグロはもうドイ  
ツへ輸出することができなかったので，せめて滞日ドイツ人が食べるように受  
け取ることになったのです。実に奇妙でした。別の例は，コーヒーでした。  
「ドイツ人コミュニティー」をとおして私たちは生のコーヒー豆を受け取りま  
した。培煎していないコーヒーです。私が和風の自宅の前で石炭ストーブにフ  
ライパンを乗せてコーヒーを焙煎しているのを想像してみてください。そうす  
れば近所中に，私のところにコーヒーがあるのが分かってしまうのです。かわ  
いそうな日本人にはコーヒーを手に入れる可能性はありませんでしたから，当  
然私はほとんどのコーヒーをご近所にあげなければなりませんでした。   
日本への本格的な空襲は，アメリカが有名な「島飛び」（太平洋の島から島へ  
の）をして，飛行機で爆弾を投下するのに十分近づいてからはじめて行われま  
した。   
私は浦和に住んでいましたが，夜東京が燃えるのが見えました。そして，高  
射砲が届かないほどはるか上空を，つまり優に6000メートルの上空を飛ぶ飛行  
機が見えました。   
原子爆弾については，当時は誰もそれが実際何なのか知りませんでした。投  
下後数日たって，受けた傷が放射線の作用によるものであり，通常の火傷では  
ないということが明らかになるまでは。ぞっとするような戟懐でした。しかし，  
日本人は驚くべき落ち着きをもって耐えました。彼らは宿命論者であり，この  
ような状況や地震の際にも，運命に対してたいへんな従順さを示すのです。彼  
らは，大惨事・大災害を切りぬけることに慣れていました。ちょうど天皇が降  
伏決定後のラジオ放送で「考えられないことを考えることを学ばなければなら  
ない」と言ったようにです。なぜ日本人が比較的早く仕事に取りかかり復興を  
軌道に乗せたのかを理解したいのなら，そういうことも知らなければなりませ   
ん。  
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この時点では，天皇はまだ日本の神聖な最高権威者でした。天皇はアメリカ  
の圧力で神性を放棄したと言われるのが常ですが，それはナンセンスです。天  
皇が日本で「神」であったことは一度もありません。日本人が天皇の神聖な属  
性と理解しているものは，私たち西洋人には本当は説明できないのです。彼の  
いわゆる神性を放棄することは彼にとって事実それほど困難ではなかっただろ  
うと思います。しかし，アメリカ人にとってはそれは途方もない心理学的成果  
でした。   
天皇の誕生日と，明治天皇による1890年の教育勅語発布の日（10月30日）は，  
日本の学校ではいつも式典が行われました。人々はそのために学校の講堂に集  
まりました。壇上の幕の後ろに天皇の写真が掛けられていました。幕が開けら  
れると，写真に向かって全員が深く頭を下げました。その後幕はまた閉じられ，  
校長が教育勅語を読み上げました。ある校長がそのような折に言い開違え，汚  
聖を犯したため，あるいは本人がそう感じたために，その後自殺をしたという  
ことさえ起きたそうです。   
数日のうちにマッカーサーの軍政府が作られました。日本人は，アメリカの  
野蛮人が来たら女子どもを隠せ，と言われていました。そしてアメリカ人は，  
日本人はとても危険だ，と吹き込まれていました。GIたちが日本に来ると，  
彼らは親切でチョコレートを配りました。一方，アメリカ人は攻撃されること  
もなく，日本人はたいへん礼儀正しく，親切な人々でした。お互いの驚きは大  
きく，数日のうちに親交が結ばれるようになりましたが，当局はそれを歓迎し  
ませんでした。みんな英語を学びたがり，私は日本人に英語の個人レッスンを  
したり，アメリカの将校に日本語を教えたりして金を稼ぎました。私たちは解  
雇されてまったく収入が無くなっていたからです。   
浦和には若い将校ばかりいて，間もなく私の良い友人になりました。アメリ  
カの将校たちは総じて私たちに対して立派に振る舞いました。デュルクハイム  
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を含むトップクラスのナチたちを彼らは逮捕し，専用の牢獄に入れました。逮  
捕された連中はそこで素晴らしい食事を与えられ，良い扱いを受けました。彼  
らはその後ドイツへ，あるいはマイジンガーのようにポーランドへ引き渡され  
ました。私たち，つまり逮捕された者以外のドイツ人も仕事を続けられなくな  
りました。私たちは監視下に置かれていましたし，旅行をしたいときには届を  
出さなければなりませんでしたが，すぐに許可はもらえました。   
アメリカ人は仕事で出かけるときに私を使いました。たとえば，教育制度担  
当の将校が埼玉県で日本の学校を査察するとき，彼は私をジープに乗せて連れ  
て行きました。この将校は母国では小学校の教員で，まだ若い24歳の男でした。  
彼は日本について何も知りませんでした。私は彼にまず，国家神道はプロパガ  
ンダの国家的道具であるが，ほかに13派の神道教派があり，その大部分は危険  
が無いということを説明しなければなりませんでした。それを彼は知りません  
でした。そのため，彼は学校を管理することはまったくできませんでした。  
まったくのルーティンでしかなく，滑稽でした。   
ある学校の枚長が震えて正面玄関の前に立っていることがありました。私は  
まず彼に挨拶をし，深くお辞儀をして，互いの頭がごく近くにある間に「落ち  
着いてください。このアメリカ人は何も知りません」と囁いてやりました。彼  
は深いお辞儀から頭を起こすと，ほっとしたようでした。このアメリカ人もた  
いへん人柄がよく，まったく嫌がらせをしようとはしませんでしたので，すべ  
て和やかに事は進みました。   
ある日，CIC（対敵情報部隊）の将校が私を呼んで，リヒヤルト・ゾルゲを知っ  
ているな，と言いました。私は，ゾルゲには一度だけ会ったことがあるが，そ  
の後は会っていない，と答えました。その将校は，クラウスとかいう男につい  
ても質問しました。クラウスというのはゾルゲの無線通信士でした。この男は，  
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埼玉県のどこかの村に住んでいて，そこに秘密送信所をもっていました。この  
アメリカの将校は，私が埼玉県に住んでいたので，この連中と接触していたに  
違いない，と確信していたのです。   
マッカーサーの軍政府には一種の歴史記念物課があって，たとえば，重要美  
術品が盗まれたり破壊されたりしないように監督したり，没収した芸術作品を  
日本人に返したり，戦争による損害に対して修復の援助を与える，という役目  
を負っていました。非常に祝福に満ちた事業でした。この課の指導者は，ロー  
レンス・シックマンとシャーマン・リーというアメリカから来た二人の美術館  
館長でした。彼らと私は戦後も良い同業者として再三会いました。当時，私は  
彼らのところへ行き，同業者として自己紹介しました。彼らはいろいろなこと  
で私を助けてくれました。私は彼らのために美術館の案内役を引き受け，彼ら  
を日本の美術史家たちに引き合わせました。   
その後1年半して，ほとんどすべてのドイツ人がアメリカの部隊輸送船で本  
国に送られました。嫌がらせなどなく，すべてはきちんと進行しました。アメ  
リカ人は，日本で文化政策に関わっていたドイツ人は，教師であれジャーナリ  
ストであれ，いずれもナチだったに違いない，と仮定していました。それは理  
論的には正しいけれども事実には合わない単純な論理でした。私は，出所の確  
かな推薦状の力を借りて，日本に残れるように働きかけましたが，無意味でし  
た。NSLBのメンバーだったということだけで十分でした。   
部隊輸送船では，通常どおり3段のベットに重なって寝ました。船は主に鉄  
でできており，少しも快適ではありませんでした。しかし，食事は良かったで  
す。ドイツ人の男性は全員船で仕事を与えられました。仕事は自分で選ぶこと  
ができました。多くのひとが厨房に行きました。厨房で何かを失敬して自分の  
トランクに突っ込むことができたからです。私は自分から仕事を申告せず，割  
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り当てられるのを待ちました。するとふたつの仕事が割り当てられました。ひ  
とつは，日中，甲板の子どもの遊び場の監視でした。子守のおじさんとしてで  
はなく，子供たちが海に落ちないように監視していればよかったのです。もう  
ひとつの仕事は夜でした。船の前部は本来将校が寝る所で快適なのですが，そ  
こに老人や病人，それに女性や子供たちが入れられていました。この部分は鉄  
の扉で仕切られていました。この扉の前に私とほかの数名がいつも夜2時間交  
代で，誰も忍びこめないように，ハーレムの番人として座らされました。しか  
し，一度も誰も来ませんでした。軍隊では何でもそうですが，まったく無意味  
なことでした。   
刺激的な出来事もいくつかありました。若い女性が盲腸炎を起こし，手術を  
受けられなかったため彼女は亡くなり海に埋葬されました。しかし，その後間  
もなく子どもが一人生れ，この輸送船の船長は喜びました。彼が運ぶ人間の数  
が元どおりになったからです。この子は「脱走した」イエズス会士と日本女性と  
の間の娘であり，船でもっとも羨ましがられた人間です。というのは，アメリ  
カ領土（船は領土の一部ですから）で生まれたために，この子は自動的にアメリ  
カの国籍を獲得したからです。   
帰国後私は再びかつての学生たちの何人かと連絡を取りました。   
数年前に，日本政府が私に勲章を授与する予定だという連絡を受けました。  
「瑞宝章」という勲章で，文化的に日本に何らかの貢献をした外国人にも与え  
られる勲章です。それはミュンヘンの日本の総領事から小さなレセプションの  
席で渡されました。私の首に掛けられたのは素晴らしい星形の勲章でしたが，  
それを私はたぶん身に着けることはないでしょう。しかし，この経緯は本当に  
素敵な話でした。私にこの勲章を授与するという日本政府の捷案は，かつて浦  
和で私の生徒だった老紳士たちのグループから生まれたのです。彼らは1993年  
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に65歳から70歳の間だったはずです。彼らのうちの一人が私にドイツ語の手紙  
を書いてよこしました。少し間違ったドイツ語でしたが，それでも理解できま  
した。疲と彼の友人たちはまだ，年老いた，かつての彼らのセンセイを覚えて  
いて，私がドイツで日本のためにあらゆることをしたと聞き，私に勲章を授与  
するように政府に働きかけた，というのです。何とも日本的な話です。  
（聞き取りは1995年5月5日にハイデルベルクにおいて行われた）  
3．エリノル・フォン・エルトベルク博士の体験  
Dr．EleanorvonErdberg：1907年11月23日ベルリン生まれ。American  
Cou，lCi】。fLearnedSocietiesの東学生として日本語および美術史の研究  
のため，1934年9月から1936年4月まで東京および鎌倉に，1936年4月  
から9月まで京都に住む。1936年，北京へ移り住む。その後1960年から  
1961年まで東京および京都に住む。さらに1968年以降，とくに日本建築  
の研究のため数回日本に滞在。のちに，アーヘン工科大学およびボン大  
学教授。  
1934年8月に私は船でアメリカから日本に行きました。私は3年間ハーバー  
ド大学のフォツグ美術館に勤め，ラングドン・ヴァルナーの下で働いていまし  
た。彼は東アジア美術のエキスパートで，日本をよく知り，また愛していまし  
た。彼は私に待遇のよい日本行きの奨学金を獲得してくれました。   
彼は，東京で私が黒田家に住めるようにしてくれました。黒田氏は高級官僚  
で，時々朝鮮にも行っていました。ですから，彼はとても美しい朝鮮の陶磁器  
コレクションをもっていました。彼は陶磁器について書いたりもしていました  
し，フランス語の教科書を書いたこともありました。黒田氏はとても上品な教  
養ある紳士で，奥さんはアメリカに留学していたことがあります。彼ら 
くらいだったと思います。二人とも上手に英語を話しました。それは，もちろ  
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ん私にとって，当初はたいへん好都合でした。私は日本語を勉強してはいまし  
たが，初学者としてドイツ人の先生から習っただけだったからです。   
黒田氏は，私が女言葉や敬語を習得できるように，あらゆる手段を使って日  
本語を教えてくれました。私は日本で語学学校には通わず，個人授業だけを受  
けました。最初は黒田氏に，のちには京都で，とてもきれいな日本語を話す上  
品な女性に習いました。   
のちに，戦争中私は夫と中国で暮らしました。日本は中国の占領国でしたか  
ら，私が日本人に丁寧な日本語で話しかけることができるのは大きな助けにな  
りました。すぐに氷は割れました。つまり，外国人に対する日本人の怒りや拒  
絶は消えてなくなったのです。それが明らかだったので，ほかのドイツ人の女  
性たちが，通りとか役所で，あるいは兵隊たちに対してもっと楽ができるよう  
に日本語のレッスンをしてほしいと私に頼んできました。   
黒田家では，女が日本の家ではどのように振る舞わなければならないのか厳  
しく教え込まれました。当時私はずっと若かったので，朝の挨拶のために膝を  
つき，頭を両手の上におろし，それからまた，自分の身体を支えずに膝から立  
ち上がったり，あるいは食卓の自分の席まで膝をすって行くのに何の苦労もあ  
りませんでした。もちろん，膝を折って座ることは苦痛でしたが耐えなければ  
なりませんでした。トリックは，二枚の座布団をもらって重ね合わせ，脚をひ  
そかにその両脇に下ろすというものでした。そうすると踵にかかる圧力はそれ  
ほど強くないのです。   
東京では私は講義には出席しませんでした。それには私の日本語は十分では  
なかったのです。しかし，コレクターであり美術史に詳しかった黒田氏が，私  
と一緒にテクストを読んでくれ，それぞれのテーマについていつも彼の個人コ  
レクションから実例をとって説明してくれました。それ以上はありえない個人  
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授業でした。   
黒田家の子供たちはもう大人で，すでに家を出ていました。お嫁さんは比較  
的モダンな考え方のひとで，服装もモダン，つまり洋風でした。しかし，彼女  
は晩に帰宅すると，着物に着替えました。彼女は夫と別居していて，12歳の娘  
と義理の両親のところに住み，ラジオ局で働いていました。私も家ではたいて  
い着物を着ていました。そうしないとちゃんとした所作ができなかったからで  
す。しかし，私は着物で外出はしませんでした。そんなことをしたらおかしな  
印象を与えたでしょうね。そういうことはしませんでした。日本人は，外国人  
旅行者の女性たちが真っ赤な着物やオレンジ色や花を散らした着物を買うのを  
面白がっていました。そういうものは着物の下に着るものだったからです。外  
国人の女性たちはそれを着て外出したので，女性が下着で歩き回るのを見て日  
本人は密かに喜んでいました。私は，こうしたことすべてを最初に正しく学ん  
だのを本当に感謝しています。当時は，とくに女性にとって，そういうことが  
非常に大事だったからです。   
お嫁さんをとおして，私はたいへんモダンな生活をしていた日本人たちと知  
り合いました。彼らは洋風の家を買う金をもっていて，とくに改まったとき以  
外はいつも洋服を着ていました。たとえば，彼らのうちの一人は大きな写真ス  
タジオをもっていて，客を家に招くのが好きなひとでした。私は彼の家でとて  
もくつろいだ気分になりました。日本の家ではしてはならないこと，たとえば，  
靴のまま入るというようなことを心得てはいましたが，彼の家では自分の習慣  
どおりに振る舞うことができたからです。彼は，たとえば，大きなクリスマス  
パーティーを開きました。クリスマス・ツリーが飾られ，そこら中に「メ  
リー・クリスマス」と善かれていました。クリスマスが本来意味していたもの  
とは何の関係もなく，若い人々との本当に楽しいダンスパーティーでした。黒  
田氏は，長く外国にいたのでそれをあまりおかしなことだとは思わず，そうい  
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うことには寛容でした。しかし，彼が一緒に行くことはもちろんありませんで  
した。   
そこに集まって来た日本人は，フォックストロットなど，当時ヨーロッパで  
私たちがやっていたダンスを全部できました。男性たちはほとんど外国製の背  
広を着て，女性たちは着物でした。イブニングドレスはめったに見ませんでし  
た。   
黒田氏自身はいつも着物を着ていました。外出するときは，袴をはきました  
が，フェルト帽をかぶっていました。その帽子は彼の身だしなみの一部だった  
のです。とても威厳のある美しい老人でした。   
黒田家のお嫁さんの娘は日本舞踊を習っていました。ドイツのバレーのよう  
に，当時は日本舞踊をならうことが広まっていました。私は一緒に行って見学  
をさせてもらいました。できれば一緒にやりたいと思いました。でも，もし  
やっていれば，のろまな動物のようだったでしょう。それに，日本舞踊を踊る  
ためには両手をちゃんと外側に曲げられなければならないのですが，私の手は  
どんなにがんばってもそうはできませんでした。正しく身体を動かしたり正し  
いポーズを取ることができないなら，むしろやるべきではありません。先生は  
きっと，儀礼上，私にもやらせてくれたでしょうし，とても寛容に指導してく  
れたでしょうが，私は自分の成果に喜びを感じなかっただろうと思います。   
この踊りのレッスンを見ているのはとても面白く，勉強になりました。それ  
を見ていると，歌舞伎や能を見る眼や，また木彫を見る眼が養われたからです。  
ひとつひとつの動きが何を意味しているのか，どんな動きが目指されているの  
か，ゼんな動きが碧じられているのか，といったことが見ているうちに学べま  
した。   
あの娘さんは近代的な学校に通っていて，英語もすこし勉強していました。  
彼女はほとんど着物を着ませんでした。嫌な感じのするセーラーカラーの制服  
を着ていたからです。彼女とはある程度意思を通わせることができました。  
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黒田家で私は茶道も習いました。黒田氏は毎日午後，ささやかな家の習慣と  
して，自宅でお茶を点てていました。私は，客にふさわしい，またちゃんとで  
きなければならない，あらゆる細かな所作を，一緒にしたり見たりして学びま  
した。この上品な交わり，日本人が培ってきたこの礼儀作法を，私はいつも極  
めて心地よく感じ，学べる限りのあらゆる作法をいつも喜んで実践していまし  
た。日本人とのこうした上品な交際は芸術作品のようでもあり，ステップを学  
ばなければならないダンスのようでもありました。この茶会に参加していたの  
は，居合わせたひと，家族や客でした。3人だけのこともありました。格別大  
げさなことではことではなく，毎日行われていました。   
私の身に起きたもっとも情けない出来事は，京都の古い寺の泰室で5人が出  
席した茶会でした。私はどうしてそれに参加する栄を得たのかもう覚えていま  
せん。私は招かれてそこへ出かけて行きました。私は仕来りどおりに，待合  
（部屋）まで行って，つつましく奥の方の隅に座りました。そこでみんな靴をは  
き替えました。露地を歩いて行くためには草履が必要でした。しかし，私はス  
トッキングをはいていたのです。男性たちが前を歩き，私は一番後ろを歩きな  
がら，足を草履に斜めに差し込もうと絶望的な試みをしていました。入り′口ま  
でやって来て，ほっとして草履を足からはずし，にじってなかへ入り，つつま  
しく列の奥の方の端に座りました。茶会ではどのように振る舞わなければなら  
ないのか知っていましたから。最初に菓子が出て，それからお茶が運ばれ  
ました。作法どおり，最年長者が茶碗と稟などを見せてもらえるよう求め，そ  
れらを次のひとに渡しました。茶碗は楽焼でした。それが楽焼であることは当  
然みんな知っていて，それは問題になりませんでしたが，それから，どの代の  
楽焼か話題になりました。意見が分かれ，最後に私のところに茶碗が回ってき  
ました。私はつつましく小声で「3代」と言いました。正解でした。私はもち  
ろん非常に誇らしく，いくらか尊敬の眼差しを受けました。それは私の人生で  
もっとも素晴らしい瞬間のひとつでした。それから私たちはまた茶室を出なけ  
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ればなりませんでした。それまで私は行儀よく痛む両足の上に座っていました。  
あえて2枚の座布団をもらっていなかったので，両足ともしびれ，ふらふらし  
ていました。そういう状態でまた草履をはくことになりました。露地を横切っ  
て流れる小川があり，そこに踏み石が置かれていました。最初の踏み石の上で  
私は片方の草履を失い，2番目の踏み石の上ではもう一方の草履を失いました。  
両方とも水と一緒に流れて行ってしまいました。みんな柔和に笑いました。私  
は濡れた足を自分の靴に突っ込むのが愉快でした。いくらかしょんぽりして立  
ち去りましたが，それでも素晴らしい出来事でした。   
黒田氏は茶室をもっていませんでした。彼は，都心の交通量の多い道路に面  
した伝統的な日本家屋に住んでいました。道路沿いにあった家はすべてどこか  
西洋風に建てられていました。黒田家はおそらく以前はもっと富裕だったに違  
いありませんでした。晩年彼は道路に面した地所の一部を売却していました。  
そこに数階建ての小児科医院が建てられていました。この病院の陰に，ちゃん  
とした小さな日本庭園をきっちりと取り囲むように黒田家がありました。最初  
の頃は家の袖にまだお歯黒をしていた黒田氏の母親が住んでいました。数百年  
も続いたお歯黒という風習はもともと歯の健康を保つためのものでしたが，の  
ちに既婚女性を識別する印になりました。黒田夫妻は反対側に住んでいて，居  
間の向こうの，第3の側に階段があり，アメリカ風にしつらえられた2階の2  
部屋に通じていました。そこに私は住んでいました。黒田夫妻はこの部屋を貸  
すことができて喜んでいたと思います。   
玄関のすぐ右横には小さな部屋がありました。机と椅子が置かれていて，少  
し堅苦しい感じの部屋でした。直接家族のところへは来ないような客，たとえ  
ば奥さんが出迎えないような客はそこへ通されました。日本人でも外国人でも  
同じでした。   
家には二人の女中がいて，毎朝私のところへ上がってきました。彼女たちは  
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いつもクスクス笑っていました。彼女たちには，私のすることなすことがひど  
くおかしかったのです。彼女たちは，私の着物を引っ張ってきっちりと着せ，  
それからいろいろ紐を使って幅の広い日本の帯をきちんと締めてくれました。  
しばらくすると私はそれも一人でできるようになりました。ちゃんと着物を着  
られるようになるにはさんざん苦労しなければなりませんし，紐を一本も省く  
ことは許されません。   
これらの紐を買うのはとても楽しかったです。黒田家の人とも買い物に行き  
ましたが，私が買った最初の風呂敷は一人で買ったものです。黒田氏は「まあ，  
外国人にはいいか」と言いました。それはもちろん否定的な評価です。着物市  
というのもありました。大きなバザールで，裕福な家が自分たちの着物を売り  
に出していました。着物は，上流の日本女性が数回着ただけで別の新しいもの  
を求めているようなときには，まだ高く売ることができました。古い着物も傷  
みもなく保管されていたものが洗われてバザールで競売されていました。それ  
はうっとりするような光景でした。次々にきれいな着物が出てくるのです。あ  
るとき私はその会場から，藤色が好きな私の気に入った一枚の着物を家にもっ  
て帰りました。それは淡いグレーと藤色の着物で，ごく軽く竹の模様が入って  
いるものでした。私が得意になってそれを見せると，黒田夫人が「あら，年配  
の女性むきのものだわ」と言いましたが，私はそれでもその着物を着ました。   
黒田家では着物を自宅で洗濯していました。着物はほどかれて，一幅ずつ板  
に濡れたまま伸ばされ，風や太陽にあてられました。乾いてはがすと，アイロ  
ンをかける必要はありませんでした。それから，それぞれの部分がまた縫い合  
わされました。板は庭に面した家の壁に立てかけられました。京都ではよく，  
家の後ろに十分な空間がないと板が通りに立てられているのも見ました。もち  
ろんそういう板には少し境もつきましたが，小さな通りに車は走っていません  
でした。  
125   
文化論集第15号   126  
絹や木綿の布に絵を措いたり，染色したり，ろうけつ染をしたりするところ  
でも，布が2階から通りの上を横切って張られた物干し紐に掛けられていまし  
た。そこでは，布が乾くまではためいていました。そういう光景を私はまだ自  
分で見ることができました。この光景を措いた有名な木版師，歌川（安藤）広重  
（1797－1858）の版画があります。   
京都では西陣が織物商人の街です。鴨川の流れはかなり速く，いつも新鮮な  
水が流れていました。川が汚されないようにいつも注意がはらわれていました。  
鴨川は，岸辺に住む染物師たちが何を染めたかによって，毎日違った色をして  
いました。彼らが反物を川のなかの石の上に寝かせて，一箇所に重石を載せる  
と，流れる水が染められたばかりの布をすすぐのです。それは目の保養になる  
光景でした。ユカタと呼ばれる夏の着物が染められていたことがありましたが，  
川を染めていたのは藍色でした，川が赤く染められていることもありました。  
いつも，その順番にあたっていた色を見ることができました。   
黒田家ではいつも和食を食べていました。毎日だいたい3種類の魚と野菜が  
あり，みんな小鉢に入れられていましたが，どれもこれもきれいでした。1枚  
の皿に全部盛られるということはなく，4つか5つの小鉢が各人の前に置かれ  
ました。私たちは四角いテーブルの3辺に座り，4番目の辺には女中が米のひ  
つを脇において座り，平たい木のスプーンで茶碗にお代りをよそってくれまし  
た。   
レストランに私は1度も行きませんでした。日本人家庭■に住んでいたのです  
から，そういうことは1度もありませんでした。彼らは外食をしなかったので  
す。日本にいた外国人はみんな，客を家に招待していました。中国では，中国  
人は客をレストランに招待し，外国人も夜の集いをレストランで開いていまし  
たが，日本ではそうではありませんでした。   
歯がぐらつき始めたときだけは洋食を恋しく思いました。歯医者は「歯は  
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完全に正常ですが，√あなたは飢えているのです。あなたは肉を食べなくては駄  
目です」と言いました。私は図書館でも働いていましたので，たいてい畳は銀  
座の，洋食があった大衆食堂に行きました。割安な肉料理が食べられた食堂は  
銀座辺りに集中していました。   
肉は比較的高いものでした。西洋人の主婦だったら，食費のうち魚と米の割  
合が低く，肉への支出がとくに多かったことでしょう。黒田家では金曜日に肉  
料理が出ました。なぜだかは分かりません。たいていは鶏肉でした。彼らはど  
こからか，西洋人は肉をピンク色の状態で，つまり半生で食べる，と開いてい  
ました。彼らは鶏肉をそうしたのです。もちろん私はそれを食べるのは好きで  
はありませんでした。そういうときには，翌日にまた魚が出るのを楽しみにし  
ていました。魚はいつもおいしかった。   
私が寝起きしていた部屋には唯一の西洋家具がありました。似非ルネサンス  
様式の抽き出し付きのタンスで，とても重く彫刻のあるものでした。黒田家の  
人々は，日々使うものや押入れにしまえないものをそのなかに入れていました。  
布団は昼間はあげておき，晩にまた取り出しました。黒田氏は本来の意味での  
書斎をもっていませんでした。居間は他の家族は食事のためだけに使い，そこ  
に彼は，書き物をするときにものを広げていました。日本人は，家がそれほど  
広くないのが普通だったので，部屋を多目的に使っていました。黒田家の人々  
は英語もフランス語も読めましたが，本は目にしませんでした。全部押し入れ  
にしまい込まれていたのです。   
もちろん風呂はありました。問題は，途方もなく熱かったということです。  
客として私は本当は一番に入ることを許されたのですが，とても耐えられませ  
んでした。私はそれでいつも最後に入らせてもらえるように頼みました。湯は  
いつもきれいでした。湯船の外で身体を洗うからです。私は桶で数杯水を入れ  
てから入りました。   
私はほぼ9ケ月黒田家に住みました。それから，北鎌倉に家を借りました。  
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それは，のちに鎌倉の近代美術館（神奈川県立近代美術館）の館長になる山田智三  
郎1という人が所有していた家です。彼自身は，山の斜面に低く横たわる，と  
ても美しいモダンな家を建てて住んでいました。その隣に小さなマッチ箱のよ  
うな家が建っていて，それを私は借りました。その家は半分和風で半分洋風で  
した。小さな寝室があり，真申に，畳ではなく薄いゴザを敷いただけの比較的  
大きな部屋がありました。そこには座る高さに作られた木の段があって，ちゃ  
んとした畳が敷かれている日本間がそれに続いていました。日本間に上がると  
ころの縁に座ることができました。台所では，私の使用人だったイセさんしか  
身体を回すことができませんでした。彼女がいると，それで台所は一杯でした。  
ほかには風呂とイセさん用の小さな部屋がありました。それで全部です。よく  
考えて建てられた家で，私はこの頃に結婚したのですが，二人用の家としても  
十分でした。   
私たちはしばらくそこに住んで，それから京都に移りました。私は，京都で  
もっといろいろなことを体験したり見たりできると考えたのです。とくに古い  
文化に興味があればそうだろうと。古い祭が京都にはありました。東京にはあ  
りませんでした。京都で私たちはちゃんとした2階建ての家に住みました。   
京都で私は，京都大学で民俗学を教えていた江馬務教授（1884－1979）の講義  
を聴きました。彼がちょうど京都大学にいて，日本の風俗に関心をもっていた  
ということは，私にとって大きな幸運でした。その夏に，彼は小さなグループ  
のために自宅で服飾学の講義をしてくれました。   
当時は，京都で東アジア美術史を勉強していた外国人学生たちの内々のつき  
合いしかなく，美術史を専攻する日本人の学生たちと私たちはほとんどコンタ  
クトがありませんでした。私は大学とのつながりをまったくもっていませんで  
1調査したところ，山田智三郎氏は1968年から1979年まで国立西洋美術館の館長を務め   
ているが，神奈川県立近代美術館の館長にはなっていない。エルトベルク教授の記憶   
の誤りと思われる。   
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した。江馬教授は自宅で講義をしてくれましたが，私がそれに参加することを  
許されたのは，ハーバードの私の先生の推薦があったからです。ラングドン・  
ヴァルナーをとおして，私は，東京の明治神宮のアヤメ祭にも参加したり，外  
交官たちが招待された，奈良の正倉院への天皇の招待にも加わるチャンスも得  
ました。そのとき私は，日本人に広重を最初に紹介したために，日本でたいへ  
ん尊敬されていたジョン・ハツパーとも知り合いました。私がいた頃，版画は  
日本ではまだまったく重んじられていなかったのです。   
私の日本語は，日本人の学生たちに混じることができるほどではありません  
でした。それに私はたいへん内気であり，自立して行動する女性として，変な  
目で見られないように注意しなければならないと思っていました。当時は私が  
男性たちのなかで唯一の女性であることもしばしばでした。戦後になってよう  
やく私は日本人の女子学生と知り合いました。   
江馬教授は京都で古い祭，たとえば，鴨川の音楽祭を復活させていました。  
彼は，それらを準備して，江戸時代に行われていたのと同じようにやってみせ  
たのです。彼は舟を昔と同じように飾らせ，古い楽器と，それらを演奏できる  
奏者を集め，彼らに古い衣装を着せました。奏者たちは数捜の舟に乗り，客た  
ちは別の舟に乗りました。芸者も一人いて，やはり昔のレシピにしたがって用  
意された寿司や刺身を乗せた舟に合図を送って呼び寄せました。彼女が給仕を  
しました。音楽ボートが通りかかると，客を乗せて川に浮かぶすべての舟が，  
優雅に楽しげに交錯しました。   
私は企画準備の手伝いはしませんでしたが，同席させてもらいました。忘れ  
てならないのは，私が外国人で，しかも女だったということです。昔だったら  
女性がそのような所に連れて行ってもらうことはなかったでしょう。同席した  
のは芸者だけでした。おそらく花魁もいたでしょう。   
ほかに，毎年定期的に京都で行われていた祭もありました。そのひとつが盛  
大な花魁道中でした。このとき花魁たちはたいてい歴史的な衣装を身につけて  
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いました。それは美しいものでした。彼女たちは生きている木彫のように通り  
を歩いて行きました。それに鴨川下流では弓が射られました。最良の弓の射手  
たちが登場しました。人々は彼らの身のこなしだけに注目していました。それ  
だけが重要だったのです。   
京都の花魁道中は完全に伝統に則っていました。この日だけ，入場券をもっ  
ていれば，女性たちも島原に入ることを許されました。島原はまだ塀で囲まれ  
ていて，いつもは男たちだけの場所でした。この日の女性たちの轟きようと  
いったら。彼女たちは，夫が何をしているのか知りたかったのです。すべての  
家が通り側を開けていて，縁側に敷物を広げ，そこに座ってお茶を飲んでいま  
した。そうしていると行列がとおりかかるのです。どの家も一番きれいな女の  
子を出していました。彼女たちが着ていた衣装のなかには元禄時代（1868－7704）  
のものもありました。それはこのような機会にだけ身に着けられるものでした。  
何枚もの着物が重ね着され，歩くときだけかすかにめくれて，その下にもう1  
枚，一 さらにもう1枚あるということが分かりました。どの着物の裾にもたっぷ  
りと詰め物がしてありました。花魁たちは巨大な帯を締めていました。私が人  
生で見た織物のうちでもっとも美しいものが私たちの前をとおっていきました。  
かひろ  
禿と呼ばれる小さな女の子たちが赤い着物を着て先頭に立って歩き，それか  
ら花魁と，その後ろに花魁を陽射しから守るために巨大な傘をもった一人の男  
が歩いていきました。雨が降ればもちろん致命的でした。西洋なら高級売春宿  
のマダムと呼ばれる婦人も一緒に歩きました。とても気品のある老婦人たちで，  
地味な濃い灰色の着物を着て，とても厳しい目つきをしていました。きのどく  
な花魁たちは，とても高い木のサンダルをはいて，一定の速度で歩かなければ  
なりませんでした。たいへんだったに違いありません。というのは，彼女たち  
は腕を動かしてはならなかったし，顔も眉ひとつ動かすことを許されなかった  
からです。彼女たちは，何時間もロボットのように歩かなければならなかった  
のです。  
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日本で私は友人を介してOAG（ドイツ東洋文化研究協会）ヤアメリカ大使館と  
も少しコンタクトをもちました。しかし，日本語に没頭するためにできる限り  
距離を保っていました。私はできるだけドイツ語を話す機会を避けていました。  
意思を伝えるため，英語はしゃべらなければなりませんでしたが，それもでき  
るだけ少なくしていました。私は日本語を練習したかったし，L日本的であるこ  
とも練習したかったのです。   
ドイツ大使夫人は私の母の学校友だちでした。それで私は，何か解決しなけ  
ればならないことがあると，親切に受け入れてもらいました。ですから，途方  
に暮れるということはありませんでした。夫と私が結婚したときは気まずい思  
いをしました。彼は難なくアーリア人証明を提出することができたのですが，  
私はできませんでした。私の母はアメリカ人で，父はバルト海沿岸出身のドイ  
ツ人で，祖母とは連絡が取れなかったのです。私がアーリア人証明を取って，  
ドイツ領事の前で結婚することができるまでに数ヶ月かかりました。東京の司  
教はフランス人でしたが，彼は「ああ，ばかばかしいことはやめましょう。私  
たちは教会の規則に従ってあなた方を信じます」と言いました。しかし，その  
数ヶ月間，私たちはドイツ人との交際に少し用心していました。   
しかし，日本人とドイツ人は良い関係にありましたし，私たちは不愉快な思  
いをしたことはありませんでした。   
日本でもっとも素晴らしかったのは，どこでも見ることができ，私が時折買  
うこともできたいろいろなものでした。コレクションしたくなる誘惑に私は抵  
抗できませんでした。好奇心は些細なものによっても引き起こされました。   
京都の大徳寺の前の通りに菓子屋がありました。そこのショーウインドーは  
大きくはありませんでした。そこには，色とりどりの紙に包まれたうっとりす  
るような菓子がありました。しかし，ショーウインドーのなかで本当に注意を  
引いたのは，一枚の古い屋根瓦と素晴らしく美しい茶碗でした。菓子屋はそれ  
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で自分のところの菓子の宣伝をしていたのです。それは，私にはたいへん特徴  
的に思えました。良いセンスでした。日本人は当時まだ誰もがセンスをもって  
いました。趣味の悪いものはありませんでした。銀座辺りや，カフェやその種  
のものがあった京都の大通り以外は。京都の清水寺へ道を上って行くと，左右  
に，今日では観光客を相手にしている焼き物の店があり，陶器をその場で作っ  
ていました。どの陶工も作風が違っていました。見事な陶器が，換算すると3  
ペニヒ以上はしませんでした。   
私は，本当に美しいものばかりで，食券や塗り物や織物などの家財をそろえ  
ました。雑巾さえも芸術作品でした。ちりふきにテヌグイを使いました。本当  
はそれは手拭で，幅の狭い木綿の布です。世界のどこでも見たことがないよう  
な美しい模様をしていました。現在それらはもうありません。私が愛情をこめ  
て大事にしていた日本の思い出のひとつです。  
（聞き取りは1995年3月8日にアーヘンにおいて行われた）  
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